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医業収益の確保 入院外来患者数の確保 1日あたり入院患者数（成人) 110.4 人 110.9 人 110.4 人 △ 108.9 人

1日あたり入院患者数(児童) 12.6 人 11.7 人 14.0 人 ○ 14.1 人

1日あたり外来患者数 91.9 人 93.3 人 85.8 人 △ 86.1 人

診療単価の向上 患者1人1日あたり入院単価 18,399 円 18,487 円 18,400 円 △ 18,424 円

患者1人1日あたり外来単価 8,716 円 8,940 円 8,647 円 △ 8,825 円

救急・急性期医療の充実 救急医療管理加算対象件数 672 件 600 件 600 件 ○ 600 件 個室病床の確保を中心としたベッドコントロール

92.7 日 60 日 82.4 日 × 60 日 病棟機能に応じた病棟間連携、入院後早期に退院支援を検討・介入

薬剤管理指導業務による介入

病棟カンファレンスで退院支援の進捗状況を多職種で確認をする

重症入院児童患者の受入促進 児童病棟入院待機日数の平均値 101 日 100 日 106 日 △ 105 日 個室病床の確保を中心としたベッドコントロール

1日あたり入院患者数(児童)：再掲 12.6 人 11.7 人 14.0 人 ○ 14.1 人

クロザピン新規投与患者実人数 6 人 3 人 0 人 × 3 人 多職種の連携と処方医への情報提供等の支援
（精神科急性期医師配置加算３に必要な人数：３人）

クロザピン投与患者実人数（入院患者＋通院患者） 40 人 43 人 40 人 △ 43 人 多職種の連携と処方医への情報提供等の支援

○ 60 回 業務手順、クリニカルパスに沿った適正な手順の遂行

依存症患者に対する医療の提供 依存症患者の入院受入れ人数 9 12 19 18 人 病床確保の早期見通しの樹立

ARPの周知強化。離脱の相談も積極的に受ける

依存症患者の外来新規受入れ数 48 人 専門外来の周知強化

専門外来の周知強化。節酒の相談も積極的に受ける

障害者への専門的歯科治療の
提供

全身麻酔・静脈麻酔による歯科治療件数 135 件 140 件 163 件 ○ 160 件 歯科医師や歯科衛生士を含めた関係スタッフとの情報共有と連携

患者満足度  (外来) 82.8 % 84 % 84.7 % ○ 85.7 % 患者満足度調査の継続実施、接遇委員会において対応を検討する

患者満足度  (入院) 69.7 % 71 % 68.7 % △ 69.7 % 〃

職員満足度 77.4 % 79 % 75.1 % △ 76.1 〃

行動制限の早期解除 長期の拘束患者 8 人 Ｒ5新規 7 人 － 3 人 行動制限カンファレンスにおける3要件の確認

長期の隔離患者 12 人 Ｒ5新規 9 人 － 5 人 研修会などを通して解除事例を共有

多職種連携による社会復帰
と地域生活の支援

長期入院患者の退院促進 入院１年後の患者の残留率 － Ｒ5新規 － － 8 ％ 入院時から家族や院内・院外の関係機関との連携を強化する

入院期間5年以上の患者の転・退院数/入院期間5
年以上の患者実人数
(うち地域移行加算対象者患者の退院数）

2/52 人 3/52 人 3/52 人 ○ 3/55

(3)

人 院内カンファレンスやケア会議を実施していく

地域生活の継続 退院後3ヶ月以内の再入院患者数 19 人 20 人 24 人 △ 20 人 退院後に予想される再入院リスクを検討し、他職種と役割を分担す
る

地域生活の支援 訪問看護件数 3,064 回 3,000 回 2,764 回 △ 2,600 回 利用者のニーズに即した柔軟な訪問スケジュールの調整

退院前訪問件数 27 回 20 回 18 回 △ 20 回 退院後の生活を見据えて入院早期に患者と自宅訪問を実施

多職種による患者情報の共有 院内多職種参加のカンファレンス回数 266 回 280 回 397 回 ○ 330 回 定期的なカンファレンスに加え、その時その時必要なカンファレンス
も積極的に行う。

県内医療従事者の教育機能 院外講師派遣数 33 人 30 人 27 人 △ 17 人 オンラインも含め、積極的に講師を引き受けていく　※目標値実数に変更

精神保健指定医取得指導数 1 人 2 人 3 人 ○ 3 人

学会専門医取得指導数 1 人 3 人 4 人 ○ 4 人 　

医学生、学生等の実習受入れ学校数 32 件 30 件 33 件 ○ 12 件 積極的に実習を引き受けていく　　　　　　　　　　 ※目標値実数に変更

県内の精神科医療の水準向上
に寄与する研究活動

学会・研究論文発表数（院外） 0 件 2 件 1 件 × 6 件 オンラインでの参加

院内・外研修参加延人数 2,276 人 2,000 人 1,818 人 △ 1,700 人 オンライン研修参加推奨

認定資格取得数 8 人 2 人 0 人 × 2 人 動機付け、キャリアビジョンの提示

県立精神医療センター

新潟県の精神医療の基幹病院として県民に信頼される医療を実現する。

精神医療におけるセンター的機能の強化
職員自身が利用したいと思う誇れる病院づくり

救急・急性期医療、児童・青年期医療等の医療提供体制の強化
地域移行・在宅医療の促進
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実績

財
務
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顧
客
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視
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精神科救急・急性期医療の
提供

急性期病棟　平均在院日数

児童・青年期精神科医療の
提供

専門的な医療の提供 治療抵抗性症例に対する治療
の提供

R4
目標値

R4実績
(3月末)

R4
達成
状況

R5
目標値 アクションプラン（責任部課等）

電気痙攣療法の実施件数 50 件 60 件 件

人 人 人 ○

60

学
習
と
成
長
の
視
点

精神医療の教育機能の充
実

知識技術の取得 医療従事者のスキルアップ、ス
ペシャリストの育成

45 ○

患者視点に立った医療の提
供

患者満足度の向上・職員のモ
チベーションの向上

内
部
プ
ロ
セ
ス
の
視
点

人 40 人 50 人

当院が目指すべき精神医療の提供

チーム医療の推進

専門的人材の育成

医業収支の改善


